
平成™˜年Ÿ月™˜日 金曜日 (号外第˜�Ÿ号)官 報
株
式
会
社
エ
ク
セ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

第
２
条
第
１
項
第

1
9号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｎ
Ｒ
Ｍ
`
6
1
0
0Ｐ

0
0
8Ｗ
Ｗ
Ａ
0
9
0
1
4
1

Ｆ
１
Ｄ

2
4
4
1
.4
9
1
M
H
z

0
.0
0
1Ｗ
／

M
H
z

平
成
2
1年
６

月
1
1日

株
式
会
社
エ
ク
セ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

第
２
条
第
１
項
第

1
9号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｎ
Ｒ
Ｍ
`
6
1
0
0Ｃ

0
0
8Ｗ
Ｗ
Ａ
0
9
0
1
4
2

Ｆ
１
Ｄ

2
4
4
1
.4
9
1
M
H
z

0
.0
0
1Ｗ
／

M
H
z

平
成
2
1年
６

月
1
1日

株
式
会
社
ケ
ン
ウ
ッ
ド

第
２
条
第
１
項
第

８
号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｕ
Ｂ
Ｚ
`
Ｓ
7
0
0

0
0
8Ｙ
Ｇ
Ａ
0
0
0
3

Ｆ
２
Ｄ
，Ｆ
３
Ｅ

4
2
2
.0
5～

4
2
2
.3
M
H
z（

4
2
2
.1
8
7
5
M
H
zを
除
く

1
2
.5
k
H
z間
隔

2
0波
），

4
4
0
.2
6
2
5～

4
4
0
.3
6
2
5
M
H
z（

1
2
.5
k
H
z間
隔
９
波
）

0
.0
1Ｗ

Ｆ
２
Ｄ
，
Ｆ
３
Ｅ

4
4
0
.0
2
5
～

4
4
0
.2
3
7
5
M
H
z
（
1
2
.5
k
H
z
間
隔

1
8
波
）

0
.0
1
Ｗ
，

0
.0
0
1Ｗ

平
成
2
1年
６

月
1
5日

M
ic
ro
in
fin

ity
C
o
.,
L
td
.

第
２
条
第
１
項
第

1
9号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｍ
Ｍ
`
1
2
0
p
ro

0
0
8Ｗ
Ｗ
Ａ
0
9
0
1
4
5

Ｆ
１
Ｄ

2
4
0
2，

2
4
2
3，

2
4
2
4，

2
4
2
5，

2
4
2
6，

2
4
2
7，

2
4
3
5，

2
4
3
6，

2
4
3
7，

2
4
3
8，

2
4
3
9，

2
4
4
0，

2
4
4
8，

2
4
4
9，

2
4
5
0，

2
4
5
1，

2
4
5
2，

2
4
7
3，

2
4
7
4，

2
4
7
5，

2
4
7
6，
2
4
7
7，

2
4
7
8
M
H
z

0
.0
0
0
5Ｗ

平
成
2
1年
６

月
2
6日

M
ic
ro
in
fin

ity
C
o
.,
L
td
.

第
２
条
第
１
項
第

1
9号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｍ
Ｍ
`
1
2
1
p
ro

0
0
8Ｗ
Ｗ
Ａ
0
9
0
1
4
6

Ｆ
１
Ｄ

2
4
0
2，

2
4
2
3，

2
4
2
4，

2
4
2
5，

2
4
2
6，

2
4
2
7，

2
4
3
5，

2
4
3
6，

2
4
3
7，

2
4
3
8，

2
4
3
9，

2
4
4
0，

2
4
4
8，

2
4
4
9，

2
4
5
0，

2
4
5
1，

2
4
5
2，

2
4
7
3，

2
4
7
4，

2
4
7
5，

2
4
7
6，
2
4
7
7，

2
4
7
8
M
H
z

0
.0
0
0
5Ｗ

平
成
2
1年
６

月
2
6日

株
式
会
社
シ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト

第
２
条
第
１
項
第

1
9号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｗ
Ｍ
Ｌ

0
0
8Ｗ
Ｗ
Ａ
0
9
0
1
4
3

Ｆ
１
Ｄ

2
4
0
2，

2
4
0
5，

2
4
0
8，

2
4
1
1，

2
4
2
5，

2
4
3
2，

2
4
3
5，

2
4
3
9，

2
4
4
7，

2
4
5
0，

2
4
6
2，

2
4
6
5，

2
4
6
8，

2
4
7
1，

2
4
7
6，

2
4
7
9
M
H
z

0
.0
0
0
3Ｗ

平
成
2
1年
６

月
2
9日

株
式
会
社
シ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト

第
２
条
第
１
項
第

1
9号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｗ
Ｍ
Ｌ
`
Ｒ
Ｅ
Ｃ

0
0
8Ｗ
Ｗ
Ａ
0
9
0
1
4
4

Ｆ
１
Ｄ

2
4
0
2，

2
4
0
5，

2
4
0
8，

2
4
1
1，

2
4
2
5，

2
4
3
2，

2
4
3
5，

2
4
3
9，

2
4
4
7，

2
4
5
0，

2
4
6
2，

2
4
6
5，

2
4
6
8，

2
4
7
1，

2
4
7
6，

2
4
7
9
M
H
z

0
.0
0
0
8Ｗ

平
成
2
1年
６

月
2
9日

c
テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ
マ
株
式
会
社

工
事
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の

氏
名
又
は
名
称

工
事
設
計
認
証
に

係
る
工
事
設
計
に

基
づ
く
特
定
無
線

設
備
の
種
別

工
事
設
計
認
証
に
係
る
工
事
設
計

に
基
づ
く
特
定
無
線
設
備
の
型
式

又
は
名
称

工
事
設
計
認
証
番
号

電
波
の
型
式
、
周
波
数
及
び
空
中
線
電
力

工
事
設
計
認

証
を
し
た
年

月
日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

第
２
条
第
１
項
第

８
号
に
掲
げ
る
無

線
設
備

Ｊ
Ａ
Ｍ
`
2
0
0

0
1
0Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｔ
0
0
0
5

Ｆ
１
Ｄ

4
2
9
.7
1
2
5
M
H
z

0
.0
1Ｗ

平
成
2
1年
６

月
1
2日

注
工
事
設
計
認
証
に
係
る
工
事
設
計
に
基
づ
く
特
定
無
線
設
備
の
種
別
は
、
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に
従
っ
て
表
示
し
た
。

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
指
針
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

胚

ヒ
ト
に
関
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
胚
を
い
う
。

二

ヒ
ト
胚

ヒ
ト
の
胚
（
ヒ
ト
と
し
て
の
遺
伝
情
報

を
有
す
る
胚
を
含
む
。）を
い
う
。

三

ヒ
ト
受
精
胚

法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定

す
る
ヒ
ト
受
精
胚
を
い
う
。

四

人
ク
ロ
ー
ン
胚

法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規

定
す
る
人
ク
ロ
ー
ン
胚
を
い
う
。

五

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞

ヒ
ト
胚
か
ら
採
取
さ
れ
た
細
胞

又
は
当
該
細
胞
の
分
裂
に
よ
り
生
ず
る
細
胞
で
あ
っ

て
、
胚
で
な
い
も
の
の
う
ち
、
多
能
性
（
内
胚
葉
、

中
胚
葉
及
び
外
胚
葉
の
細
胞
に
分
化
す
る
性
質
を
い

う
。）を
有
し
、
か
つ
、
自
己
複
製
能
力
を
維
持
し
て

い
る
も
の
又
は
そ
れ
に
類
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

六

分
化
細
胞

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
分
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、そ
の
性
質
を
有
し
な
く
な
っ
た
細
胞
を
い
う
。

七

樹
立

特
定
の
性
質
を
有
す
る
細
胞
を
作
成
す
る

こ
と
を
い
う
。

八

第
一
種
樹
立

ヒ
ト
受
精
胚
を
用
い
て
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ

細
胞
を
樹
立
す
る
こ
と
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）を
い
う
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
五
十
六
号

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
及
び
分
配
に
関
す
る
指
針
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
及
び
分
配
に
関
す
る
指
針

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
四
条
）

第
二
章

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
等
（
第
五
条
e

第
二

十
条
）

第
一
節

樹
立
の
要
件
等
（
第
五
条
e

第
七
条
）

第
二
節

樹
立
等
の
体
制
（
第
八
条
e

第
十
二
条
）

第
三
節

樹
立
の
手
続
（
第
十
三
条
e

第
二
十
条
）

第
三
章

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
に
必
要
な
ヒ
ト
受
精

胚
等
の
提
供（
第
二
十
一
条
e

第
三
十
八
条
）

第
一
節

第
一
種
樹
立
に
必
要
な
ヒ
ト
受
精
胚
の
提

供
（
第
二
十
一
条
e

第
二
十
六
条
）

第
二
節

第
二
種
樹
立
に
必
要
な
未
受
精
卵
等
の
提

供
（
第
二
十
七
条
e

第
三
十
二
条
）

第
三
節

第
二
種
樹
立
に
必
要
な
ヒ
ト
の
体
細
胞
の

提
供
（
第
三
十
三
条
e

第
三
十
八
条
）

第
四
章

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
分
配
（
第
三
十
九
条
e

第

五
十
三
条
）

第
一
節

分
配
の
要
件
（
第
三
十
九
条
e

第
四
十
一

条
）

第
二
節

分
配
機
関（
第
四
十
二
条
e

第
五
十
一
条
）

第
三
節

海
外
使
用
機
関
に
対
す
る
分
配
（
第
五
十

二
条
・
第
五
十
三
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
五
十
四
条
・
第
五
十
五
条
）

附
則

ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
及
び
使
用
は
、
医
学
及
び
生
物

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、

人
の
生
命
の
萌
芽
で
あ
る
ヒ
ト
胚
を
使
用
す
る
こ
と
、
ヒ

ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
ヒ
ト
胚
を
滅
失
さ
せ
て
樹
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
す
べ
て
の
細
胞
に
分
化
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
等
の
生
命
倫
理
上
の
問
題
を
有
す
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
慎
重
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
。

文
部
科
学
大
臣
は
、「
ヒ
ト
胚
性
幹
細
胞
を
中
心
と
し
た

ヒ
ト
胚
研
究
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」（
平
成
十
二
年
三

月
六
日
科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会
ヒ
ト
胚
研
究
小

委
員
会
）、「
ヒ
ト
胚
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」

（
平
成
十
六
年
七
月
二
十
三
日
総
合
科
学
技
術
会
議
）
及

び
「
人
ク
ロ
ー
ン
胚
の
研
究
目
的
の
作
成
・
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
（
第
一
次
報
告
）」（
平
成
二
十
年
二
月
一
日

科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
生
命
倫
理
・
安
全
部
会
）
の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
及
び
分
配
に
お

い
て
、
人
の
尊
厳
を
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
生
命
倫
理

上
の
観
点
か
ら
遵
守
す
べ
き
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、

も
っ
て
そ
の
適
正
な
実
施
の
確
保
を
図
る
た
め
、
こ
こ
に

こ
の
指
針
を
定
め
る
。
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